
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

  

 

この冬、沖縄を除く全国 9 電力管内では、節電への協力が要請されています。 

万が一、需給がひっ迫し停電となると、影響は、夏季よりはるかに大きくなります。健康、生

命、くらしの安全を守るためにも、節電に努めましょう。 

◆2014 年 12 月 1 日(月)～３月 31 日(火)平日午前 8 時～午後９時 
この時間帯以外で

も、使用量は夏季のよ

うに大きく減ること

はないので、気をつけ

たいものです。 

下記グラフ参照。 

【夏季・冬季の電気の使われ方比較】 

冬季は、融雪・暖房機器の稼働が一日を通じて高くなるため、電力需要は夏季より大きくな

り、かつ高い水準で一日中継続します。 

夏季と比較した場合、最大電力では１５％、電力量では２５％程度の増加となります。特に、

家庭用の電力量は、夏季より、６０％程度増加するとともに、ロードヒーティングなどの使用

もあり、需要が増加します。 

【今冬の電力需給の見通しと需給ギャップ】 

出典「北海道電力株式会社」 

 

※ただし 12 月 29 日(月)～31 日(水)まで及び 1 月 2 日(金)を除く。 

 高齢者、障害のある方々などは、それぞれのご事情のもと、無理のない範囲で 

 数値目標は設けられておりませんが、無理のない範囲で節電に努めましょう。 


